
林務部森林づくり推進課　　　

１　長野県森林づくり指針

２　施策の体系（施策の柱と内容）

長野県の森林・林業施策の全体イメージ

平成17年6月10日策定
(平成22年11月19日改定)

みんなの
暮らしを
守る

森林づくり

H23 H32 H122

●公益的機能の発揮をめざす森林づくり
針広混交林化の推進、災害に強い森林づくりの推進

●木材生産の高度化をめざす森林づくり
主伐・更新の促進による林齢の多様化

●森林の持つ多面的
な機能を持続的に発
揮
●多様な林齢・樹種か
らなる森林を形成
●針葉樹林、広葉樹
林、針広混交林をバラ
ンスよく配置

10年後 100年後

木を
活かした
力強い
産業づくり

森林を
支える
豊かな
地域づくり

めざす姿

●林業・木材産業が地
域を支える産業として
発展
●外材や他の素材等
から国産材への原料
転換が進み、カラマツ
をはじめとする県産材
を様々な用途に利用

めざす姿

H32の素材生産目標
750千ｍ3/年（H21の2.5倍）

10年間の間伐目標：184千ha

●森林資源・森林空間
の多面的利活用により、
多様な産業や交流が
生まれ地域が活性化
●地域力の発揮により、
地域社会が豊かに維
持

めざす姿●森林の適正管理のための
仕組みづくり、人づくり

●交流を軸とした地域の活性化

●野生鳥獣による農林業被害対策

H23 H32 H12210年後 100年後

10年後

10年後

100年後

重視すべき機能に応じた森林づくり

面積比率（広葉樹：針葉樹） 4:6（現状）→6:4（50年後）

●地域の合意形成
●実効性の高い森林計画の策定
●適切な森林整備の推進

10年間の作業路等整備：1,600km

H32の県産材製材品出荷目標
237千ｍ3/年（H21の2倍）

●安定的な原木・製品供給体制整備
●公共事業、住宅、バイオマス等、
木材需要の拡大

森林(もり)の里親契約目標
51件(H21) → 100件(H32)

ニホンジカ生息頭数の目標
62千頭(H18) →10千頭(最終目標)

●競争力のある林業の構築
施業集約化、高密度路網整備、
機械化、担い手育成

指針のめざす姿と今後の取むべき方向（重点的な課題）

●　森林づくり指針は、長野県ふるさとの
森林づくり条例第９条の規定により、県の
森林づくりに関する基本的な展開方向を定
めるものです。

●　国の「森林・林業再生プラン」の策定
(H21)や野生鳥獣被害の深刻化等、森林・
林業を取り巻く昨今の情勢変化に的確に対
応するため、H22年度に改定を行いまし
た。
　

●　これまで育ててきた多くの森林が木材
として使える時代を迎えることから、木材
利用と関連産業の強化が、改定した指針の
大きな特徴です。

●　概ね100年先の本県の森林のあるべ
き姿と、それを実現するための方向性を示
しており、それらを見据えて今後10年間
に行う県の施策の基本的な展開方向を定め
ています。

指針の概要

【基本目標】
　森林を活かし
　　　　森林に生かされる
　　　　　　　　私たちの豊かな暮らし
　

【基本方針】
　　みんなで支える　ふるさとの森林づくり
　

　　 ①みんなの暮らしを守る森林づくり
　

　　 ②木を活かした力強い産業づくり
　

　　 ③森林を支える豊かな地域づくり
　

【計画期間】
　平成23年度～平成32年度（10年間）

指針の基本的な考え方

　資料２

多様な森林整備の推進

森林の保全に向けた取組の強化

林業再生の実現

信州の木の利用促進

森林の適正な管理の推進

森林の多面的な利用の推進

野生鳥獣対策の推進

○　公益的な機能の発揮や木材生産の高度　化
をめざす森林づくりを進めるため、適切な森

林整備を推進する。

　

○　災害に強い森林づくりを推進する。

○　競争力のある林業の構築のための人材育
成、基盤整備等を推進する。

　

○　木材の需要拡大と安定的な県産材（原木、
製品）供給体制の整備等を推進する。

○　森林を適正に管理するため、多様な人材育
成と仕組みづくりを推進する。

○　地域主体の森林資源の活用や森林を活用し
た交流を促進する。

○　野生鳥獣による農林業被害の総合的な対策
を推進する。


